
は
じ
め
に

奈
良
国
立
博
物
館
は
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に
敷
地
内
に
所
在
す
る
春

日
東
塔
・
西
塔
院
跡
の
発
掘
調
査
を
お
こ
な
い
、
そ
の
際
の
出
土
遺
物
を
所

蔵
・
保
管
し
て
い
る
。
調
査
成
果
の
概
要
に
つ
い
て
は
昭
和
五
七
年
（
一
九
八

二
）
に
公
表
さ
れ
た
が
（
1
）、
発
掘
調
査
成
果
の
全
容
公
開
と
考
古
学
的
研
究
の
深

化
を
目
的
に
据
え
、
近
年
、
改
め
て
出
土
遺
物
の
整
理
や
出
土
情
報
の
分
析
を

進
め
て
い
る
。
出
土
遺
物
の
中
で
多
く
の
割
合
を
占
め
る
軒
瓦
に
つ
い
て
は
、

整
理
途
上
で
は
あ
る
も
の
の
、
出
土
型
式
や
出
土
分
布
な
ど
、
一
定
の
成
果
を

公
表
し
た
（
2
）。
本
稿
で
は
、
今
年
度
整
理
を
進
め
て
き
た
文
字
叩
き
平
瓦
に
つ
い

て
、
概
要
の
報
告
を
お
こ
な
う
。

一
、
春
日
東
西
塔
の
沿
革

春
日
東
塔
・
西
塔
は
、
神
仏
習
合
の
影
響
の
も
と
春
日
大
社
境
内
に
建
立
さ

れ
た
。
西
塔
は
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
に
関
白
藤
原
忠
実
の
、
東
塔
は
保
延
六

年
（
一
一
四
〇
）
に
鳥
羽
上
皇
の
発
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
い
ず
れ
も
五
重
塔

で
各
々
の
周
囲
に
築
地
と
複
廊
を
巡
ら
せ
る
塔
院
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
両
塔
と
も
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
に
平
重
衡
の
兵
火
に
よ
り

焼
失
す
る
。
東
塔
は
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
に
再
建
さ
れ
た
が
、
西
塔
は
再
建

が
や
や
遅
れ
、
宝
治
年
間
（
一
二
四
七
〜
四
八
）
に
完
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
後
、
両
塔
と
も
応
永
十
八
年
（
一
四
一
一
）
に
落
雷
に
よ
り
焼
失
し
、
以
後
、

再
建
さ
れ
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
る
。

二
、
文
字
叩
き
平
瓦
の
概
要

春
日
東
西
塔
院
跡
で
出
土
し
た
平
瓦
は
三
八
三
点
に
及
ぶ
（
3
）。
大
部
分
は
凸
面

に
叩
き
目
を
残
し
、
叩
き
目
を
残
さ
な
い
も
の
は
一
割
ほ
ど
存
在
す
る
。
叩
き

目
は
文
字
、
縄
目
文
、
斜
格
子
文
、
平
行
文
、
幾
何
学
文
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
む
。
中
で
も
文
字
叩
き
は
最
も
多
く
、
全
体
の
七
割
を
占
め
る
。
文
字

は
い
ず
れ
も
、
銘
を
陰
刻
し
た
叩
き
板
で
凸
面
を
連
続
的
に
叩
き
締
め
る
こ
と

で
凸
状
に
表
出
さ
れ
た
も
の
で
、「
西
御
塔
」、「
興
福
寺
」、「
寺
講
堂
」
の
3
種

類
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
西
塔
院
跡
か
ら
の
出
土
に
限
ら
れ
る
。

文
字
叩
き
平
瓦
の
う
ち
、
最
も
数
多
く
出
土
し
た
の
は
「
西
御
塔
」
銘
叩
き

の
も
の
で
、
字
体
の
違
い
か
ら
六
種
類
に
分
か
れ
る
（
図
1
）。
字
体
の
み
な
ら

ず
、
字
の
大
き
さ
や
文
字
間
隔
も
様
々
で
あ
る
。
こ
の
六
種
類
の
平
瓦
の
法
量

を
比
較
す
る
と
、
全
長
三
一
〜
三
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
挟
端
幅
二
二
〜

二
三
セ
ン
チ
前
後
、
広
端
幅
二
四
〜
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
と
、
よ
く
似

―
調
査
報
告
―

春
日
東
西
塔
院
跡
出
土
の
文
字
叩
き
平
瓦

中

川

あ

や

21 ���� 21 (2019)

／鹿園雑集　２１号２０１９／２１号縦組／春日東西塔院跡出土　２１‐２４ 2019.06.10 09.03.56 Page 13



た
値
を
と
る
。

一
方
、「
興
福
寺
」「
寺
講
堂
」
銘
叩
き
の
も
の
は
出
土
数
が
非
常
に
少
な
く

八
点
し
か
な
い
。
小
片
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、「
興
福
寺
」
銘
に
は
四
種
類
（
図

2
―
1
〜
4
）、「
寺
講
堂
」
銘
に
は
三
種
類
の
字
体
（
図
2
―
5
〜
7
）
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
平
瓦
の
全
長
や
端
部
幅
が
判
明
す
る
資
料
は
な
い
が
、
厚
み

は
二
・
五
〜
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、「
西
御
塔
」
銘
叩
き
平
瓦
の
厚

み
が
二
・
〇
〜
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
対
し
明
ら
か
に
厚
い
。

厚
み
に
比
例
し
て
全
形
も
「
西
御
塔
」
銘
よ
り
大
型
で
あ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

文
字
叩
き
平
瓦
の
出
土
分
布
を
み
る
と
、「
西
御
塔
」
銘
は
基
本
的
に
築
地
や

回
廊
の
調
査
区
で
出
土
し
、
基
壇
周
囲
の
調
査
区
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
出
土
し
て

い
な
い
（
調
査
区
に
つ
い
て
は
図
3
参
照
）。
ま
た
、
銘
の
字
体
の
違
い
は
出
土
分

布
の
違
い
と
し
て
明
確
に
現
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
、「
興
福
寺
」「
寺
講

堂
」
銘
は
少
な
い
な
が
ら
も
基
壇
周
囲
で
の
出
土
に
限
ら
れ
、「
西
御
塔
」
銘
平

瓦
と
対
称
的
な
様
相
を
示
す
。

文
字
叩
き
平
瓦
の
年
代
観
に
つ
い
て
は
、
製
作
技
法
の
詳
細
な
検
討
や
、
周

囲
の
遺
跡
出
土
品
な
ど
と
の
比
較
を
経
て
慎
重
に
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
た

だ
、
塔
銘
を
瓦
に
表
示
す
る
と
い
う
意
識
が
共
通
す
る
有
銘
軒
瓦
（「
西
御
塔
」、

「
御
西
塔
」、「
東
御
塔
」、「
興
福
寺
」）
が
同
じ
発
掘
調
査
で
数
多
く
出
土
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
が
鎌
倉
時
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
4
）。
し

た
が
っ
て
、
文
字
叩
き
平
瓦
に
つ
い
て
も
同
時
代
の
所
産
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。

三
、
お
わ
り
に
―
軒
瓦
の
様
相
と
考
え
合
わ
せ
て

以
上
述
べ
て
き
た
文
字
叩
き
平
瓦
の
様
相
に
つ
い
て
、
す
で
に
公
表
し
た
軒

瓦
の
様
相
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。

西
塔
院
跡
に
お
い
て
、
文
字
叩
き
平
瓦
が
多
く
出
土
す
る
の
は
築
地
・
回
廊

で
、
す
べ
て
「
西
御
塔
」
銘
の
も
の
で
あ
る
。
塔
基
壇
周
囲
で
は
「
興
福
寺
」、

「
寺
講
堂
」
銘
の
も
の
に
限
定
的
で
あ
る
。
軒
瓦
に
つ
い
て
も
よ
く
似
た
状
況

で
あ
り
、「
西
御
塔
」
銘
は
築
地
・
回
廊
が
主
で
、「
興
福
寺
」
銘
は
基
壇
周
囲

に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
。

東
塔
院
跡
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
文
字
叩
き
平
瓦
の
出
土
は
み
ら
れ
な
い
。

軒
瓦
は
「
東
御
塔
」
銘
と
「
興
福
寺
」
銘
瓦
当
の
軒
瓦
が
塔
基
壇
の
周
囲
か
ら

出
土
し
、
築
地
・
回
廊
で
は
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
い
。

東
西
塔
院
跡
の
瓦
に
関
し
て
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
東
西
間
の
「
笵
」
の

数
の
違
い
で
あ
る
。「
東
御
塔
」
銘
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
は
各
一
型
式
し
か
み
ら
れ

な
い
が
、「
西
御
塔
」
銘
軒
丸
瓦
は
二
型
式
、
同
軒
平
瓦
は
三
型
式
（
う
ち
一
型

式
は
「
御
西
塔
」
銘
）
と
複
数
存
在
す
る
。
先
に
述
べ
た
平
瓦
の
叩
き
板
の
笵
も

「
西
御
塔
」
銘
は
六
種
類
あ
る
の
に
対
し
て
、「
東
御
塔
」
銘
は
存
在
自
体
が
な

い
。
東
西
で
笵
の
数
が
異
な
る
背
景
に
は
、
南
都
焼
討
ち
後
の
再
建
工
事
や
屋

根
補
修
等
（
5
）の
際
に
、
瓦
製
作
を
請
け
負
っ
た
側
の
事
情
―
例
え
ば
、
笵
の
数
は

製
作
工
房
の
数
を
反
映
す
る
な
ど
―
が
絡
む
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

今
後
は
、
文
字
以
外
の
叩
き
目
を
も
つ
平
瓦
、
そ
し
て
丸
瓦
の
分
析
も
進
め

て
い
き
、
春
日
東
西
塔
院
跡
出
土
瓦
の
評
価
を
一
層
深
め
て
い
き
た
い
。

（
な
か
が
わ

あ
や
／
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
部
主
任
研
究
員
）

註（
1
）
奈
良
国
立
博
物
館
『
春
日
西
塔
・
東
塔
跡
の
発
掘
―
殿
下
の
御
塔
・
院
の
御
塔

―
』
一
九
八
二
年

（
2
）
中
川
あ
や
「
春
日
東
西
塔
院
跡
出
土
の
軒
瓦
」『
春
日
信
仰
を
中
心
と
し
た
南
都
に

お
け
る
神
祇
信
仰
の
展
開
と
そ
の
遺
品
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
奈
良
国
立
博
物

館
、
二
〇
一
七
年

（
3
）
昭
和
四
十
年
調
査
で
出
土
し
た
と
さ
れ
る
瓦
の
出
土
数
は
、
軒
瓦
に
比
し
て
丸
平

22
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瓦
が
少
な
い
。

（
4
）
註
2
文
献

（
5
）
「
興
福
寺
」
銘
瓦
当
の
軒
瓦
に
は
時
間
幅
が
見
込
ま
れ
そ
う
で
あ
り
、
再
建
時
に

ま
と
ま
っ
て
葺
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
検
討
を
要
す
る
。

0

20㎝

図1 春日西塔院跡出土「西御塔」銘叩き平瓦
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3

5
6

2

4
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図2 春日西塔院跡出土「興福寺」「寺講堂」銘叩き平瓦
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1
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2

7

3

4

図3 春日東西塔院跡発掘調査トレンチ（昭和40年調査）
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